


 まちづくり指針策定の趣旨､ 位置づけ､ まちづくり指針の性格

 世羅町のまちづくりの現況と課題
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策定の趣旨
                                          

                                          

                                         

位置づけ
                                         

                                         

人 口
                      

                           

                     

              

産 業
                    

                     

                     

                     

    



｢協働｣ の定義
｢協働｣ ＝複数の主体が､ 目標を共有し､ ともに力をあわせて働くこと､

行動すること

 ｢協働｣ の必要性と効果

１ 協働のまちづくりとは
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協働のまちづくりが求められる背景
① 少子高齢化､ 過疎化への対応

                                       

                         

② 住民ニーズの多様化
                                       

                          

③ 住民の参加意識の高まり
                                       

                                    

④ 地方分権の進展への対応
                                       

                                     

⑤ 行財政改革への対応
                                       

                            



２ 協働の基本的な考え方

協働のまちづくりのイメージ

(従来の住民と行政の関係) (協働のまちづくりにおける関係)

協働の領域イメージ
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協働のまちづくりの３原則
① 自助              
② 共助                             
③ 公助                            

協働の領域
                                         

                                          

                                          

                                           



協働の主体 (関係イメージ図)

協働により期待される効果
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協働の主体と役割
                                         

                  

●住民の役割
・地域のことや町政に関心
を持つ
・日常の農業や林業を通じ
た町土の継承
・身近な地域活動への参加
・地域活動に関する情報の
収集
・まちづくり活動や社会貢
献活動等への参加

●住民活動団体､企業の役割
・地域活動の支援
・まちづくりへの参加・支
援
・従業員の社会貢献活動支
援の環境づくり (企業)
・地域の課題解決のための
情報提供や技術支援等
・農業､林業の取り組みを通
じ地域環境の保全・保護

●行政の役割
・住民等への各種情報の提
供・共有
・住民､ 地域との対話
・住民等へのまちづくり参
加機会の提供
・啓発活動
・人材の育成
・職員のレベルアップ

●住民や住民グループへの効果
・ニーズに合った公共サービスの享受
・生きがいづくり､ 自己実現
・住民の意思を反映した地域社会の形成
・住民間や行政との信頼関係の構築

●行政への効果
・行財政運営の改善
・職員の能力向上
・質の高い住民サービスの提供

●自治組織､ 地域活動団体､ 企業等への効果
・地域活動やボランティア活動に対する社会
的認知と組織の強化



 協働のまちづくり指針

 推進方策
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● 若い人や子ども､ 高齢者など多世代の住民がともに活動でき､ 人づきあいの良さや
地域のあたたかみがあり､ 住民が支え合う地域社会をつくります｡

● 農業や観光農園などをはじめとする､ 世羅町の個性や特長を活かし､ 地域の魅力を
高められるような協働の取り組みを充実します｡

● 世羅町の協働のまちづくりでは､ 住民どうしや､ 住民と行政が ｢対話｣ を重視し､
対話から生まれる意見やアイデアを尊重します｡

● 高齢者をはじめ､ 多くの住民が ｢協働のまちづくり｣ に積極的に参加したくなるし
くみを考えます｡

● 世羅町内13箇所の ｢自治センター｣ を活動拠点として､ 協働のまちづくりを進めま
す｡

● 協働のまちづくりについての意識啓発を充実し､ 世羅町の地域活動団体やまちづく
りの人材の育成に努めます｡

● 協働のまちづくりによる取り組みの成果の検証や確認を行い､ 次の活動に活かして
いきます｡

１ 多世代の住民がともに活動でき､ 支えあう地域社会づくり
                                         

                                          

                      

２ 魅力を高める取り組み
                                         

                                          

                                          

                       

３ 対話を重視し､ 意見やアイデアを尊重する
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４ 参加のしくみづくり
                                         

                                          

                                          

                                          

                                

７ 協働のまちづくりの検証 (チェック) と公開
                                         

                                          

                                          

                                 

５ ｢自治センター｣ を協働のまちづ
くり活動拠点とする

                 

                   

                  

                  

                  

                   

                  

                  

                   

               

６ 意識啓発と人材育成
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